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第２ 【事業の状況】 

「生産、受注及び販売の状況」は、銀行持株会社としての業務の性格上、該当する情報がないので記載

しておりません。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】









(注)農林中金と当社、三菱東京ＵＦＪ銀行及び三菱ＵＦＪニコスは、ＪＡバンクのリテール業務分野において戦

略的な業務・資本提携関係を構築しているところであり、その一環として、平成19年９月20日、農林中金と三菱

ＵＦＪニコスの資本提携の関係をより緊密かつ安定的なものとし、業務提携関係を更に発展させることを目的と

して、当社が三菱ＵＦＪニコスを完全子会社化した後に、農林中金が当社より三菱ＵＦＪニコスの普通株式の一

部を取得することにより、農林中金による三菱ＵＦＪニコスの持分法適用を視野に入れた協議を行うことを要旨

とした覚書を締結しております。 

  

(3) 株式会社泉州銀行と株式会社池田銀行との経営統合 

 当社の連結子会社である三菱東京ＵＦＪ銀行と株式会社泉州銀行（以下「泉州銀行」という。）は、

平成20年５月30日開催の両行の取締役会決議にもとづき、同日付で株式会社池田銀行(本店：大阪府池

























［国内・海外別貸出金残高の状況］ 







前連結会計年度末において計画中であった重要な設







② 【発行済株式】 

  

 
(注)





ハ 取得価額の調整 

取得価額(下限取得価額を含む。)は、当社が本優先株式を発行後、時価を下回る払込金額での新たな

普通株式の発行を行った場合その他一定の場合には、次に定める算式により調整する。ただし、下記

の算式により計算される取得価額が100円を下回る場合には、100円をもって調整後取得価額とする。



(7) 取得請求 

① 取得を請求することができる期間 

本優先株式発行の日から平成26年７月31日までとする。 

② 取得と引換えに交付すべき普通株式数 























（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年3月31日) 



(2)【四半期連結損益計算書】 
   【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百�'







  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】 

  



当第１四半期連結会計期間 
(自 平成20年４月１日~ 
~至 平成20年６月30日)

（追加情報） 

 米国会計基準適用子会社の財務諸表におい

て、米国財務会計基準審議会基準書第158号

「確定給付型年金制度及びその他の退職後給付

制度に関する事業主の会計処理－米国財務会計

基準審議会基準書第87号、第88号、第106号及

び第132号(改訂版)の改訂」に基づき計上され

る「退職給付費用として未認識の数理計算上の

差異等」については、従来、純資産の部から控

除し、「その他資産」及び「退職給付引当金」

を加減しておりましたが、当第１四半期連結会

計期間より税効果相当額及び少数株主持分相当

額控除後の金額を「米国会計基準適用子会社に

おける年金債務調整額」として純資産の部の評

価・換算差額等の区分に計上しております。 

 この変更により、従来の方法によった場合と

比較して、「その他資産」が20,09





















(有価証券関係) 

  a企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認

められるものは、次のとおりであります。 

  

Ⅰ 当第１四半期連結会計期間末 

  a















    

(１株当たり情報) 

１ １株当たり純資産額 

  

 

 
２ １株当たり四叛 

 







当第１四半期連結会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

②株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交

付株式数及びその評価額 

  (イ)株式の種類別の交換比率 

   当社普通株式１：三菱ＵＦＪニコス普通株式0.37 

   当社普通株式１：三菱ＵＦＪニコス第１種株式1.39 

  (ロ)交換比率の算定方法 

 本株式交換の株式交換比率の公正性・妥当性を



当第１四半期連結会計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

（公開買付けによる連結子会社株式の取得） 

 当社の連結子会社である株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

（以下「三菱東京ＵＦＪ銀行」という）は、平成20年８

月12日開催の取締役会において、三菱東京ＵＦＪ銀行の

連結子会社でニューヨーク証券取引所に上場している

ユ ニ オ ン バ ン カ ル・コ ー ポ レ ー シ ョ ン

（UnionBancal Corporation、以下「ＵＮＢＣ」という）

の発行済普通株式の全て（ただし、当社が三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行その他の連結子会社を通じて保有する株式を除

く）を対象とした米国における公開買付け（以下「本公

開買付け」）を実施し、その後ＵＮＢＣを完全子会社化

することを決議いたしました。 

(1)本公開買付けの目的 

 海外事業強化は三菱東京ＵＦＪ銀行の戦略の大きな柱

であり、とりわけ高い成長が期待されるアジアと、欧米

の主要金融市場での業務拡大に取り組んでおります。 

 このうち、米国ではニューヨークをはじめとする主要

都市に支店、現地法人の形態で事業展開を行う一方、西

海岸では1996年以来、ＵＮＢＣの議決権の過半数を保有

しております。ＵＮＢＣは傘下に100％子会社として、

米国カリフォルニア州をベースとし、預金残高で全米第

20位の商業銀行、ユニオン・バンク・オブ・カリフォル

ニア（Union Bank of California N.A.）を有しており

ます。 

 かかる状況下、三菱東京ＵＦＪ銀行では米国戦略強化

の一環としてＵＮＢＣを完全子会社化することを決定い

たしました。本件を米国における成長戦略の重要な布石
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